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シビアアクシデント解析コード SAMPSONを用いて、福島原子力発電所２号機の最も確からしいデブリ分

布に関する知見を得る。また、その不確かさの幅の低減も重要であり、今後検討を進めていく。 
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1. 緒言 

エネルギー総合工学研究所ではシビアアクシデント解析コード SAMPSONを用いて福島原子力発電所の

事故進展シナリオおよび最終デブリ分布を評価している[1]。本研究では実測値や炉内調査結果を含む、こ

れまで得られた様々な知見を用いた総合的評価を通じて、最も確からしいデブリ分布に関する知見を得る

と共に、デブリ取り出しに寄与することを目的としている。 

2. 事故シナリオの総合的評価 

2-1. ２号機における圧力挙動およびデブリ移行挙動 

福島第一原子力発電所 2号機においては 14日 18時 02分頃に主蒸気逃がし安全弁(SRV)が開かれた後、3

回圧力が上昇・下降を繰り返すことが測定結果から分かっている。この圧力挙動解析を通じて、この期間

におけるデブリ移行量を評価している。 

2-2. 解析結果および今後の課題 

SAMPSON-B1.5を用いた代表的な解析結果を図１に示す。本解析結果では第１ピーク、第２ピーク、第

３ピークのそれぞれにおいて、デブリが下部プレナム

へ移行したと想定した場合、圧力挙動の再現性が高い

ことを確認した。また本解析では、第２ピークおよび

第３ピークにおいて下部プレナムへデブリが移行した

際、水素発生による発熱量を考慮していない。この発

熱量は蒸気発生において有意な影響をもたらす可能性

があり、検討を進めていく予定である。本研究は経済

産業省「平成 29年度廃炉・汚染水対策事業費補助金（総

合的な炉内状況把握の高度化）」の一部として実施した。 
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図 1 ３圧力ピーク再現解析結果 
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